
南
区
役
所
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す

「
み
な
み
力
で
頑
張
る
！
区
民
応
援
事
業
」の
活
動
紹
介

　

邦
楽
の
分
野
で
活
躍
す
る
南
区
の

芸
術
家
が
集
結
し
て
、
日
本
舞
踊
や

詩
吟
、
新
内
、
琴
や
尺
八
な
ど
の 

演
奏
を
行
う
文
化
発
表
会
が
開
催 

さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、 

ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
30
分
～

場
所　

龍
谷
大
学
響
都
ホ
ー
ル

校
友
会
館
（
東
九
条
西
山
王
町

京
都
ア
バ
ン
テ
ィ
９
階
）

　

こ
の
ほ
ど
、
東
和
、
祥
豊
、
上
鳥
羽

の
３
つ
の
学
区
で
安
心
安
全
に 

関
す
る
活
動
時
に
着
用
す
る
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
作
製
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
登
下
校
時
の
見
守
り
や

地
域
行
事
で
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル 

な
ど
で
地
域
の
大
人
が
着
用
し
て
、 

活
動
に
従
事
す
る
人
が
一
目
で 

分
か
る
よ
う
に
し
、
連
携
を
深
め
る

こ
と
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

各
学
区
で
は
、
今
後
も
幅
広
い 

行
事
で
活
用
さ
れ
、
安
心
安
全
な 

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
ま
す
。

春
を
呼
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
in
み
な
み

「
邦
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

南
区
の
芸
術
家
な
ど
が
集
結
し
て

文
化
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

【
主
催
：
南
区
芸
術
家
協
会
】

安
心
安
全
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
作
製

子
ど
も
の
見
守
り
活
動
等
に
活
用

【
東
和
自
治
連
合
会
、
祥
豊
自
治�

連
合
会
、
上
鳥
羽
自
治
連
合
会
】

各学区で作製したユニフォーム

地
域
と
市
政
を
つ
な
ぐ
活
動
に
ご
協
力
を
！

４
月
は
市
政
協
力
委
員
の
改
選
時
期
で
す

　

市
政
協
力
委
員
は
市
民
の 

皆

様

と

市

政

の

つ

な

ぎ

手 

と
し
て
、
市
民
し
ん
ぶ
ん
や 

選
挙
公
報
の
配
布
、
市
政
広
報 

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、地
域
の
意
見
・

要
望
の
取
次
ぎ
な
ど
、
市
政
・

区
政
の
推
進
に
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
大
変
重
要
な
役
割 

を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

人
と
人
が
つ
な
が
り
、
支
え

合
い
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を 

自
分
た
ち
で
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の 

活
性
化
の
た
め
、自
治
会・ 

町
内
会
へ
の
加
入
や
積
極
的
な

地
域
活
動
を
！

　

日
頃
の
子
ど
も
や
お
年
寄
り

の
見
守
り
、
災
害
時
に
お
け
る

助
け
合
い
な
ど
に
は
、
自
治
会
・

町
内
会
を
中
心
と
し
た
ご
近
所

南警察署 だより

平成28年中の犯罪情勢 犯罪抑止に向けた活動

平
成
28
年
中
の
火
災
件
数

41
年
ぶ
り
　

た
ば
こ
火
災
が
最
多

　

平
成
28
年
中
、
市
内
で
は
256
件

（
前
年
比
24
件
増
）、
区
内
で
は 

22
件
（
同
１
件
減
）
の
火
災
が 

発
生
し
ま
し
た
。

南消防署
だより

　

南
区
子
育
て
支
援
ル
ー
ム

「
す
く
す
く
み
な
み
」
で
は 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
は
、

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
が 

安
心
し
て
交
流
で
き
る
場
を

温
か
く
見
守
り
、
支
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
各
種
講

演
会
で
の
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
好
き
な
方
や
、 

｢

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、 

お
父
さ
ん
を
応
援
し
た
い
」

と
い
っ
た
情
熱
の
あ
る
方
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す（
応
募
後
に
面
接
と
説
明
が

あ
り
ま
す
）。

対
象　

区
内
在
住
で
子
育
て

支
援
に
関
心
の
あ
る
方（
18
歳

以
上
・
性
別
不
問
） 

子
育
て
支
援
ル
ー
ム

「
す
く
す
く
み
な
み
」
の
様
子

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
大
募
集

「
す
く
す
く
み
な
み
」
開
催
中
！

申
込　

は
が
き
又
は
FAX‌

に
住
所
・ 

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

明
記
し
て
、
〒
601
・
８
３
２
１ 

南
区
吉
祥
院
西
定
成
町
32
「
南
区

社
会
福
祉
協
議
会
」
へ
。

（
FAX‌

671
・
３
８
４
０
）

問
＝
支
援
課（
☎
681
・
３
２
１
４
）

登壇された各種団体代表者の皆様

祝辞を述べる
門川市長

新
春
賀
詞
交
換
合
同
互
礼
会
を
開
催

　

１
月
６
日
、
南
区
各
種
団
体
連
絡

協
議
会
に
よ
る
新
春
賀
詞
交
換
合
同

互
礼
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
区
内
の
各
種
団
体
と

行
政
機
関
が
一
堂
に
会
し
、
新
春
を

祝
う
と
と
も
に
、
連
携
と
交
流
を 

深
め
る
も
の
で
す
。
当
日
は
各
学
区

の
団
体
関
係
者
の
ほ
か
、
門
川
市
長

や
地
元
選
出
の
国
会
議
員
、
市
会
・

府
議
会
議
員
等
の
方
々

が
列
席
し
、
総
勢
300
名

を
超
え
る
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

冒
頭
、
同
協
議
会
の

北
川
代
表
か
ら
挨
拶
が

あ
り
、
そ
の
後
、
来
賓

の
方
々
か
ら
祝
辞
が 

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
春
恒
例
の

鏡

開

き

や

各

学

区
・ 

団
体
、
行
政
関
係
者
に

よ
る
自
己
紹
介
な
ど
も

行
わ
れ
、
華
や
い
だ 

雰
囲
気
の
中
で
、
南
区

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

の
た
め
、
よ
り
結
束
を

固
め
ら
れ
ま
し
た
。

　児童扶養手当・特別児童扶養手当は請求の翌月分から支給

されます。さかのぼって支給されませんので、対象の方は 

お早めに手続きをお願いします。

児童扶養手当
支�給対象　①又は②に該当する児童を育てている父母、又は

父母に代わり児童を養育している方（平成10年４月１日以前

に要件に該当した母及び養育者は対象外）

①父母の離婚等により父又は母と生計を共にしていない児童

②父又は母に一定の障害がある児童

支�給期間　児童が18歳到達後最初の３月31日まで（中程度

以上の知的・精神・身体障害がある場合は20歳未満）

問＝支援課（☎681-3281）

特別児童扶養手当
支�給対象　中程度以上の知的・精神・身体障害のある児童を

家庭で育てている父母、又は父母に代わりその児童を養育

している方 

支給期間　児童が20歳未満の間

問＝支援課（☎681-3282）

※�所得が一定以上ある場合や、児童が施設等に入所の場合は

支給されません。

児童扶養手当・特別児童扶養手当の
請求はお早めに

み
な
み
の

み
な
み
の

広
場
広
場

ま
ち
づ
く
り
を
語
り
合
う

ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ

「
み
な
み
な
み
な
み
」
を
開
催

　

12
月
12
日
、
ま
ち
づ
く
り
に 

つ
い
て
語
り
合
い
、
交
流
を
深
め
る 

第
２
回
南
区
民
ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ 

「
み
な
み
な
み
な
み
」
を
南
青
少
年 

活
動
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
当
セ
ン
タ
ー
利
用
者
や

鳥

羽

高

等

学

校

の

学

生

な

ど
、 

若
い
世
代
を
中
心
に
35
名
が
参
加
。

南
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
チ
ー
フ 

ワ
ー
カ
ー
の
米
田
さ
ん
の
進
行

で
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う 

２
団
体
が
活
動
内
容
や
今
後
の 

展
望
な
ど
を
発
表
さ
れ
た
後
、

 

参
加
者
た
ち
が
「
ア
ー
ト
と
ま
ち 

づ
く
り
」、「
若
者
の
取
組
参
加
」

を
テ
ー
マ
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
南
青
少
年
活
動 

セ
ン
タ
ー
で
定
期
開
設
の
ロ
ビ
ー

喫
茶
も
併
設
さ
れ
、
参
加
者
た
ち

は
お
菓
子
と
コ
ー
ヒ
ー
を
手
に
、 

く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
の
中
、
対
話

を
楽
し
み
、
交
流
を
深
め
ら
れ
ま

し
た
。

【
南
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
】

　

中
学
生
か
ら
20
代
ま
で
が
す
こ

や
か
で
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る 

よ
う
、
自
主
的
に
様
々
な
活
動
が

で
き
る
施
設
で
す
。

　

12
月
23
日
に
、
同
セ
ン
タ
ー
で

実
習
中
の
若
者
が
「
ク
リ
ス
マ
ス

企
画
」
を
開
催
。
多
く
の
中
高
生

が
参
加
し
、
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
や

大
画
面
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
を
通
し

て
交
流
す
る
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。 　

３
月
12
日
に
は
、
同
セ
ン

タ
ー
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
トwith 

Ｍ
フ
ェ
ス
」
が
開
催
さ
れ 

ま
す
（
詳
し
く
は
４
面
へ
）。

　

12
月
16
日
、
南
区
人
権 

文

化

推

進

会

議

に

よ

る 

講
演
会
が
、
龍
谷
大
学
響
都

ホ
ー
ル
校
友
会
館
で
開
催 

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
生
き
て
る
だ
け

で
100
点
満
点
！
」
を
テ
ー
マ

に
、
女
優
・
タ
レ
ン
ト
の 

奥お
く

山や
ま

佳よ
し

恵え

さ
ん
が
講
演
。 

対話を楽しむ参加者の皆さん

クリスマス企画

奥山さんによる講演会

ひかりちゃん・澄都くん
（マスコットキャラクター）

奥
山
佳
恵
さ
ん

を
招
い
て

人
権
講
演
会
を
開
催

息
子
が
ダ
ウ
ン
症
の
可
能
性
を

告
げ
ら
れ
た
時
の
不
安
や
息
子

へ
の
変
わ
ら
な
い
愛
情
、そ
し
て

支
え
る
家
族
の
心
境
の
変
化 

な
ど
、
ご
自
身
の
経
験
の
お
話

に
、
約
200
名
の
来
場
者
は
真
剣

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
障
害
が 

あ
る
こ
と
は
決
し
て
特
別
な 

こ
と
で
は
な
い
。
本
当
に
そ
の

と
お
り
だ
と
思
い
ま
し
た
」 

な
ど
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　

南
区
で
は
、
犯
罪
抑
止
の
た
め
、 

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
や
夜
間
に
、

学
校
や
商
業
施
設
・
駅
の
周
辺
な
ど
、

地
域
一
円
で
「
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
府

警
察
か
ら
認
定
を
受
け
た
学
区
の
防
犯

推
進
協
議
会
や
少
年
補
導
委
員
会
、 

安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会 

な
ど
が
、
地
域
力
（
み
な
み
力
）
を 

生
か
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、 

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

「
世
界
一
安
心
安
全
お
も
て
な
し
の

ま
ち
京
都　

市
民
ぐ
る
み
推
進
運
動
」

南
区
推
進
協
議
会
で
は
、
地
域
の
安
心

安
全
の
た
め
の
取
組
の
一
つ
と
し
て 

こ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
、
４
月
は
引
越
し
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　

引
越
し
に
伴
う
水
道
の 

使
用
開
始
又
は
中
止
は
、 

約
１
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝�

上
下
水
道
局�

 

南
部
営
業
所

　
　

（
☎
406
・
６
０
２
０
）

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

“
地
域
力
（
み
な
み
力
）”で
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

“
地
域
力
（
み
な
み
力
）”で
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

青色防犯パトロール活動

１
／
15
号
の
ぶ
ら
り
散
策
の
答
え
＝
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る

年
号
は
「
１　

弘
化
」。

引越しに伴う
ご連絡は
お早めに

開栓 閉栓

日時　３月６日（月）午後１時30分～３時30分

場所　区役所Ｂ会議室、和室

講師　見保宗定氏（裏千家）

対象　区内在住又は通勤・通学の方

定員　先着15名　費用　500円

申込　２月20日(月)から28日(火)までに

　　　電話又は窓口で

※普段着で参加できます。

問・申＝地域力推進室（☎681-3417）

　南区文化協議会では茶道 

裏千家の先生をお招きし、お茶

をいただく際の基本的な作法に 

ついて気軽に楽しく学ぶことが

できる教室を開催します。

　作法の体験を通して、温かな

和の心を養ってみませんか。

　

原
因
別
で
は
「
た
ば
こ
」
が

最
多
で
、
昭
和
51
年
以
来
40
年

間
最
多
だ
っ
た
「
放
火
」
を 

上
回
り
、
ま
た
、
焼
死
者
の 

火
災
原
因
も
「
た
ば
こ
」
が 

最
多
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
ば
こ
の
火
の
取
り
扱
い
に
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
た
ば
こ
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
》

◆
喫
煙
場
所
を
決
め
、
歩
き 

　

た
ば
こ
な
ど
は
し
な
い

◆
灰
皿
に
水
を
入
れ
、
確
実
に 

　

た
ば
こ
の
火
を
消
す

◆
就
寝
前
や
出
掛
け
る
前
に
、 

　

た
ば
こ
の
消
火
を
確
認
す
る

◆
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

 

問
＝
南
消
防
署

（
☎
681
・
０
７
１
１
）

　

平
成
28
年
中
、
区
内

の
犯
罪
認
知
件
数
は 

１
３
２
８
件
と
な
り
、

前
年
よ
り
89

件
減
少 

し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
５
月
ま
で

は
、
車
上
狙
い
の
連
続

発
生
に
よ
り
増
加
し
ま

し
た
が
、
６
月
10

日 

か

ら
「

み

な

み

犯

罪 

ゼ
ロ
」
区
民
ぐ
る
み
推
進
運
動

を
開
始
し
、
実
施
期
間
の 

６
月
か
ら
12
月
（
21
回
実
施
）

の
全
て
の
月
で
、
前
年
よ
り

減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
毎
月
概
ね

「
０
」
の
付
く
日
を
犯
罪
抑
止

強
化
デ
ー
と
し
、
大
規
模
商

業
施
設
に
お
け
る
自
転
車
盗

や
万
引
き
、
置
引
き
等
の 

犯
罪
抑
止
の
た
め
、
店
内 

巡
回
や
広
報
啓
発
活
動
を 

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
事
業
所

の
方
々
と
南
警
察
署
、
行
政

機
関
が
連
携
し
て
、
防
犯
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

問
＝
南
警
察
署

（
☎
682
・
０
１
１
０
）

同

士

の 

支
え
合
い

が
大
切
に

な
り
ま
す
。

　

地
域
の

絆
を
し
っ
か
り
と
築
い
て 

い
く
た
め
、
自
治
会
・
町
内
会

へ
の
加
入
や
地
域
活
動
へ
の 

参
加
に
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

刑法犯月別推移

認
知
件
数

160
140
120
100
80
60
40
20
0
１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

98

98

108

105

110

106105

137

100

145 140
108

130 130 121 121
H27
H28

135

115
94

114 103 107 109

前年より減少
106

定
員　

350
名

費
用　

無
料
（
申
込
不
要
）

お茶のいただき方教室 参加者募集

６月「みなみ犯罪ゼロ」区民ぐるみ推進運動始動

平成28年中の火災件数と焼死者数（かっこは前年比）

火災件数
焼死者数

総数 火災原因の第１～３位

市
内

256
(＋24)

①たばこ
49
(＋14）

②放火
42
(＋３)

③こんろ
23
(＋８)

15
（＋９）

区
内

22
(－１)

①たばこ
５
(＋１)

②こんろ
4

(＋３)

③放火
3
(＋1)

０
（±０名）

第３回 南区民ふれあいカフェ
「みなみなみなみ」

みなみ力で頑張る！区民応援事業 活動報告会

+初公開

　まちづくり活動に興味がある方、これから始めたい方は必見！区内で活動

する団体の活動内容や始めたきっかけなどを知っていただける機会です。 

ぜひ、ご参加ください。

日時　３月14日（火）午後２時～５時

場所　区役所Ａ・Ｂ会議室（ヘルスピア21）

内容　多彩なアイデアで主体的に取り組む団体からの活動報告会、団体や 

　他の参加者との交流会

申込　電話又はFAXか南区役所ホームページで。お申込みの際は参加者全員 

　の氏名、住所、年齢、電話番号をご連絡ください。※当日参加もＯＫ！

問・申＝地域力推進室（☎681-3417、FAX671-9653）

１面のクイ
ズ

の答えは

「な」だよ
。

　
羅
城
門
の
跡
地
付
近
に
お
い
て
、 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画
面
で 

復
元
す
る
ア
プ
リ
を
無
料
配
信
中
。 

「
羅
城
門
　
ア
プ
リ
」
で
検
索
！

問
＝
地
域
力
推
進
室（
☎
681
・3
4
1
7
）

南
区
観
光「
Ａ
Ｒ
羅
城
門
」の

ア
プ
リ
配
信
中
！
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